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クラスター構造は現在では殻模型的構造（平均場的構造）と並んで基本的な核構造形態と考えられて
いる。クラスター構造の数多くの問題の中で最も基本的な問題の一つは自己共役4ｎ核においてnαへの
分解敷居値近傍に出現すると予想されるｎ個のαクラスターが作るクラスター構造である。本研究で
我々は、ｎαのクラスター構造としてｎ個のα粒子からなる希薄なガス構造を考え、その最低エネル
ギー状態としてボーズ凝縮状態が出現している可能性を追求する。出発点として12Cをとりあげ、殻模
型では理解不能な不思議な0+状態として知られてきたHoyle状態(励起エネルギー7.65MeVの第二0+状
態)が3αボーズ凝縮状態として理解できることを示す。また最近観測された二番目2+状態(励起エネル
ギー9.9MeV)も3αのガス的状態であり、Hoyle状態のファミリーと考えられることを示す。16Oの4α
凝縮状態についても調べ、実験で最近見つかった0+状態(励起エネルギー13.5MeV)との対応を議論す
る。


